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第 学年道徳指導案1
平成 年 月 日 (金) １校時17 10 28
１年２組（男 名 女 名 計 名）14 13 27
指導者 椛本 圭子

１ 主題名 こまっているともだちに（２－( )友情・信頼、助け合い）3
２ 資料名 くりのみ（出典 学研）

３ 主題設定の理由

（１）価値について

第１学年及び第２学年の内容項目２－( )は「友達と仲よくし、助け合う 」となって3 。

いる。友達との間に信頼と友情及び助け合いの精神をもった児童を育てようとする内容

項目である。主に第３学年及び第４学年の内容項目２－( )の「友達と互いに理解し、信3
頼し、助け合う 」に発展し、第５学年及び第６学年の内容項目２－( )の「互いに信頼。 3
し、学び合って友情を深め、男女仲よく協力し助け合う 」に発展していく。。

よい友達関係を築くには、互いを認め合い、様々な場面での学習活動や生活を通して

助け合い、理解し合い信頼感や友情を育てることが大切である。

この時期の児童は、少しずつ仲間意識、友達とのかかわりを考える場面が出てきてお

り、友達がいることの楽しさ、よさを少しずつ実感し始めている。そこで、身近にいる

友達と仲よくし、その時々の相手の立場を考え、困っている友達を進んで助けていくこ

とを大切にする気持ちを育てていきたいと考える。

（２）児童について

本学級の児童は、入学した４月から、休み時間や学習の時間、清掃などの各活動の時

間や運動会などの行事を通して、様々なことを友達同士のかかわり合いの中で学んでき

た。その中で友達と一緒に何かをすることの楽しさや充実感を感じてきた。しかし、児

童によっては、この時期特有の自己中心的な行動で、自分のことだけしか考えられない

こともよくある。そのために相手のことを考え、助けたり励ましたりすることのよさに

気づいておらず、近くの困っている友達に目が向かないままの行動をとってしまってい

ることもよくある。

そこで、相手の立場について考えることや相手を助けることについて考えさせ、特に

も困っているときは進んで相手を助けることの大切さについて理解を深めさせていきた

い。

（３）資料について

本資料はきつねとうさぎの２匹が登場して展開される物語である。ある寒い日、友達

のきつねとうさぎがおなかをすかせて出会い、それぞれ食べ物を探しに出かける。その

後、きつねはたくさんのどんぐりを見つけおなかいっぱい食べ、残りはかくす。うさぎ

に再会した時 「なんにもなくてはらぺこです 」と嘘をついたきつねに、うさぎはたっ、 。

た２つしかないくりのみの１つを分け与える。きつねがその行為になみだをこぼすとい

う内容である。きつねの思いを行動を追いながら掘り起こしていくことを通して、自己

中心的な自分の行動に気づき、困っている友達を助けようとする心を育てていくのに適

した資料であるといえる。

（４）授業の構想について

ねらいとする価値の理解を深めるために、資料を読む段階で、登場人物の２匹の状況

をしっかりと把握させたい。そして、きつねがどんぐりを見つけておなかいっぱい食べ

るまでの場面と、再会してうさぎがきつねにくりのみを与えた場面のそれぞれのきつね

の気持ちに共感させていきたい。そのために、きつねについては、どんぐりを食べる場

面で動作化を取り入れ、自分本位な考えをとらえさせていきたい。さらにその後、くり

のみを分け与えてもらう場面で役割り演技を取り入れ、友達のことを考えたうさぎのや

さしさに十分共感させていきたい。この時、うさぎについては困っている友達のきつね

の立場を考え、たった二つしかないうちの一つを分け与えるという行動についてしっか

りと把握させておきたい 「見つめる」段階では、児童自身の今までの経験について振。

り返らせ、自分にも友達を助けようとする気持ちがあることに気づかせ、これからもさ

らに友達と助け合っていこうとする気持ちを育てていきたい。
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４ 全教育活動における本時の位置づけ

〈道徳の時間〉 〈特別活動・日常生活〉 〈子どもの意識〉〈教科の時間〉

【 】友情・信頼、助け合い 運動会 ５月
同じ組群の仲間の頑張りを認め合ったり

・みんなで一緒にがんばれた。がんばっ応援をして励まし合ったりする。

ている友達がいっぱいいる。
主題名 しんせつになったおおかみ 【８月】

２－( )おもいやり・親切 清掃活動 年間を通して ・掃除の仕方を教えてくれる６年生は、生活科 「 」【 】ともだちになろうよ ４～５月 2 【 】
挨拶を交わし、自己紹介したり遊 資料名 はしのうえのおおかみ 兄弟学級（６年生）に教わりなが すごいなあ。友達と一緒に学校をきれ

んだりして楽しく交流できるように ねらい ら、友達と力を合わせて学校をきれ いにしていこう。くまの行動で親切の大切さを知ったおおか

する。 いにする。 ・友達に優しくしていきたい。みの姿を通して、人に意地悪やわがままをし

ないことのよさを知り、身近にいる弱い人に

・友達が一緒だと楽しい。親切にしようとする気持ちを育てる。

５月 ・友達が増えて嬉しい。【 】
「 」 【 】国語 たんけんしたよみつけたよ 業間・昼休み 年間を通して

友達が探検して見つけたことの発 【９月】 すすんで友達に声をかけ、みんな ・友達と仲よくしていきたいな。
表を、自分が見てきたものと比べな 主題名 ともだちだから２－( )友情・信頼、助け合い で楽しく仲よく遊ぶ。 ・自分も友達のためになれるかなあ。3

。がら聞く。 資料名 二わのことり ・友達との約束を守っていきたいなあ
、ねらい みそさざいがやまがらの誕生日を祝いに行く行動を通して

【 】約束を守ることで仲のよい友達同士でいられることを理解 友遊タイム 年間を通して
「ボールゲーム」 【９月】 。 異学年や同じ学年の仲間と楽しく体育 し､友達と仲よくしようとする気持ちを育てる

チームの仲間と力を合わせて、声 仲よく遊ぶ。
をかけ合ってゲームをする。ゲーム
を見ながら応援をして励ます。

主題名 あたたかいこころ ９月 ・友達の気持ちを考えていきたいなあ。【 】
２－( )思いやり・親切 遠足 ９月 ・誰かのためによいことをするのは、気2 【 】

資料名 きみにあげるよ きまりを守って友達と仲よく活動 持ちがよいことだなあ。
月 ねらい する。【 】10 相手を思いやることができたぼくの行動を

「たのしかったことをつたえ ・友達と一緒で、楽しい遠足になった。生活科 通して、身近にいる幼い人や高齢者に温かい

心で接することの大切さを知り、相手に親切よう」
にする心を育てる。楽しかった生活科の活動を振り返

り、聞き手を意識して発表する。
本時

【 月】 ・友達のことを考えていきたいなあ。10
主題名 こまっているともだちに２－( ) 学習発表会 月 ・困っている友達のことを助けてあげた3 11友情・信頼、助け合い 【 】
資料名 くりのみ 友達と共に練習をし、頑張りを認 い。
ねらい うさぎに助けてもらった時のきつねの涙の意味を考える め合いながら本番に臨む。 ・友達とこれからももっと仲よくして

ことで、困っている友達の立場を考え友達と助け合う気 いきたい。
持ちを育てる。

「 」 【 】学級活動 集会活動 月11
仲間と力を合わせて自分たちの集
会を成功させることができるように
取り組む。

２－( )友情・信頼、助け合い3
友達と仲よくし、助け合う。
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５ 本時の指導

（１）ねらい うさぎに助けてもらった時のきつねの涙の意味を考えることで、困っている友達の

立場を考え友達と助け合う気持ちを育てる。

（２）展開

段階 学習活動と主な発問 予想される児童の発言や心の動き 指導上の留意点や支援

１ 入学した時から今まで

を振り返り、友達に手伝

気 ってもらったことについ

て発表する。

○今までに困っていたとき ・給食をこぼした時、一緒にふい ・日常生活の中での友達

に友達に助けてもらった てくれた。 とのかかわりを想起さ

づ ことはありますか。それ ・けがをした時、大丈夫と声をか せ、友達に助けてもら

は、どんなことですか。 け、保健室に一緒にいってくれ った経験から価値への

た。 方向付けを図る。

２ 資料を読んで感想を発

く 表し、今日の学習のねら

いをもつ。

○このお話を読んでどう思 ・うさぎさんは優しい。 ・きつねへの感想をもと

いましたか。 ・きつねさんは、おなかいっぱい に学習課題をたてる。

食べられてよかった。

・きつねさんはどうして泣いたの

かなあ。

きつねさんはなみだをぽろっとこぼしたとき、

どんなきもちだったのだろう。1 0
分

３「きつね」の気持ちにつ

いて話し合う。

深 ○きつねはうさぎと別れた ・何も見つからなかったらどうし ・２匹が友達であること

後どんなことを思ってい よう。 や寒い中、共におなか

たでしょう。 ・おなかがすいたなあ。 をすかせている状況で

・食べ物がたくさん見つかるとい あることを把握させ、

め いなあ。 その上できつねの気持

・うさぎさんも見つかるといいな ちを考えさせたい。

あ。

る ○きつねはおなかいっぱい ・明日も 食べることができるぞ ・動作化を取り入れ、き、 。

食べた後、どんな気持ち うれしいなあ。 つねがこれからの自分

でどんぐりをかくしたの ・これで安心だ。 のことだけを考え、か

でしょう。 ・これで、全部ぼくのものだ。だ くしたことをとらえさ

れにもあげたくない。 せたい。

○きつねはどんな気持ちで ・うさぎさんにあげたくない。 ・かくしたどんぐりのこ

「なんにもなくてはらぺこ ・残りも全部食べたい。 とが頭にありながらも

です 」とうさぎに言っ ・一人じめしたい。 目の前のうさぎにとっ。

たのでしょう。 さに言ってしまった状

況を把握させながら、
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自分本位なきつねの心

情に共感させたい。

◎きつねは、うさぎにもら ・うさぎさんごめんね。 ・きつねが困っていると

ったくりのみをにぎし ・うさぎさんありがとう。 思い、たった二つしか

め、涙をぽろっとこぼし ・うさぎさん優しいなあ。 ないくりのみの一つを

たときどんな気持ちだっ ・うさぎんさんは、ぼくのことを きつねにあげたうさぎ

たでしょう。 考えてくれていたんだ。 の行動を押さえさせ、

・うさぎさんのことを考えてあげ その上で役割演技を取

られればよかった。 り入れる。うさぎの相

手を考えられる温かい

行動に気づくことで涙

をこぼしたきつねの気30
分 持ちをとらえさせたい

見 ４ 今までの自分を振り返

る。

つ ○今までに困っている友達 ・給食をこぼしたとき、床を一緒 ・困っている友達を助け

を助けてあげたことはあ にふいてあげた。 てあげた経験に目を向

め りますか。そして助けて ・うれしい気持ちがした。 け、その時の気持ちを

あげてどんな気持ちがし 発表させることで、自

る ましたか。 分も友達を助ける気持

ちをもっていたことを

分 自覚させたい。3

ま ５ 教師の話を聞き、学習 ・ぼくも困っている友達を助けて ・困っている時、友達を

と のまとめをする。 あげたい。 助けたことやお互い助

め ・わたしも友達のことをもっと考 け合うことの大切さを

る えてあげたい。 教師の説話でまとめ

分 る。2

６ 板書計画
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７ 資料分析
（１）ねらい うさぎに助けてもらった時のきつねの涙の意味を考えることで、困っている友達の立場を考え友達と助け合う気持ちを育てる。
（２）資料名 くりのみ（出典 学研）

主 二ひきが出会い、食べ物を きつねがどんぐりを見つけ 「なんにもなくてはらぺこ うさぎがくれたくりのみを、
な それぞれ探しにいこうとす それを食べ、残りを落ち葉で です 」とうさぎに言った にぎりしめ、涙をぽろっと。
場 る場面 隠した場面 場面 こぼす場面
面

把 ・きたかぜのふくさむいひ ・どんぐりがたくさん落ちて ・かえりみちうさぎにあう ・うさぎは二つしかないく
握 ・二ひきはともだち いる ・ きつねさん、なにかみ りのみの一つをきつねに「
す ・二ひきともおなかがすい ・おなかいっぱいたべた つかりましたか 」 わたす。
べ ていてたべものをさがし ・のこりにおちばをかぶせて
き にいくところ かくした
状
況

主
人 友情 安心 満足 自分本位 友情 ・ 助け合い
公
の 自分本位
心 不安 思いやり ・ なんにもなくて、はら 反省 感謝「

・くりのみをにぎりしめると、の ・ しめた。これはいいぞ 」 ぺこです 」「 。 。
のこったぶんはどうしよう 」 なみだをぽろっとこぼしまし動 ・「 。

た。き ・おちばをかぶせてかくしました。

・うさぎさんも見つかると ・これで、安心だ。 ・一人じめしたい。 ・うさぎさんのことを考え
。児 いいなあ。 ・明日も食べることができる ・うさぎさんにあげたくな てあげられればよかった

童 ・食べ物がたくさん見つか ぞ。うれしいなあ。 い。 ・うさぎさんは、ぼくのこ
の るといいなあ。 ・これで 全部ぼくのものだ ・残りも全部食べたい。 とを考えてくれていたん、 。
反 ・おななかがすいたなあ。 だれにもあげたくない。 ・どんぐりを見つけたこと だ。
応 ・何も見つからなかったら は内緒にしよう。 ・うさぎさん優しいなあ。

どうしよう。 ・うさぎさんありがとう。
・うさぎさんごめんね。

基 ○きつねはうさぎと分かれ ○きつねはおなかいっぱい食 ○きつねはどんな気持ちで ◎きつねは、うさぎにもら
本 た後どんなことを思って べた後、どんな気持ちでど 「なんにもなくてはらぺこ ったくりのみをにぎりし
発 いたでしょう。 んぐりをかくしたのでしょ です 」とうさぎに言っ め、涙をぽろっとこぼし。
問 う。 たのでしょう。 たときどんな気持ちだっ

たでしょう。


